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＜研究の概要＞ 

堅牢でしなやかな環境調和型の道路斜面防災対策の実現に向けて、低コストで施工性・長期耐久性・復旧性

に優れる落石防護土堤に着目し、落石捕捉後の残存耐力評価手法・土を利活用した補強技術・復旧時の技術

選定方法に関する技術研究開発を行う。 

 

＜中間評価結果＞ 

道路の斜面防災対策として、一般的に安価で、施工性や復旧性に優れた土構造物を用いる技術開発が着実

に進んでおり、既存の落石防護工に対して優位性のある成果が期待されることから、現行のとおり推進することが

妥当であると評価する。 

 

＜参考意見＞ 

・DEM 解析において落石が非円形であることは全体の流動や変形に影響するか否か、一回の吸収エネルギー

が大きい砂と繰り返し利用できる土砂の比較優位性、また、DEM 解析でミクロな変形とマクロな変形の違いがも

たらす構造特性への影響を示していただきたい。 

・災害時（地震・豪雨・津波など）を想定した残存耐力の評価方法を標準試験モデル以外でも良いので検討され

たい。 

・残存耐力評価法に関する検証の成果が、どのように活用されるか明確にされるとよい。 

・検討結果が「落石対策便覧」などの指針に反映されることを期待する。 

 
※本中間評価は、新道路技術会議の各委員が評価を行い、第 49 回新道路技術会議において審議したものである。 
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